
今月号の主な内容

■広報たかぎ

　・三遠南信自動車道喬木工区  …２・３面

　・平成２４年度総合表彰式  ………４・５面

　・村に寄せる作文　受賞作  …６～９面

　・冬期　村道除雪のお願い  ………１０面

　・国民年金の保険料控除  …………１１面

■学校だより　喬木第二小学校  …１３面

■健康アップＰＰＫ  ……………１４面

■社協だより ひなたぼっこ  ……１５面

■くりんネットたかぎ  …………１６面
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鍛
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上
げ
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我
ら
の
技
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喬
木
村
総
合
文
化
祭
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が
行
わ
れ
ま
す
。　

既
に
供
用
開
始

さ
れ
て
い
る
飯
田
市
天
龍
峡
イ
ン

タ
ー
か
ら
飯
田
市
上
久
堅
に
開
設

予
定
の
イ
ン
タ
ー
ま
で
は
、
平
成

二
七
年
度
及
び
平
成
二
九
年
度
の

段
階
的
な
供
用
開
始
に
向
け
て
工

事
が
進
捗
し
て
お
り
、
一
日
も
早

方
面
へ
の
交
通
事
情
は
飛
躍

的
に
快
適
に
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
長
野
県
側
・
静
岡
県

側
か
ら
着
々
と
工
事
が
進
め

ら
れ
、
昨
年
度
は
村
内
の
飯

喬
道
路
の
中
心
線
に
つ
い
て

飯
田
国
道
事
務
所
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
計
画
す
る
飯
喬

道
路
沿
線
の
富
田
・
大
和
知
・

氏
乗
地
区
に
お
い
て
、
飯
田

国
道
事
務
所
よ
り
七
月
一
日

と
一
四
日
に
道
路
計
画
説
明

会
が
開
催
さ
れ
、
道
路
の
建

設
に
必
要
と
な
る
用
地
の
幅

を
決
め
る
た
め
の
用
地
調
査

○開通済み区間
延 長開　通　区　間箇 所 名

7.2km飯田山本ICから天龍峡IC飯 喬 道 路

4.8km矢筈トンネル小川路峠道路

13.4km鳳来峡ICから浜松いなさ北IC佐久間道路
三 遠 道 路 0.5km浜松いなさ北ICから浜松いなさJCT

25.9km計

○開通予定区間
供 用 時 期延 長開 通 予 定 区 間箇 所 名

平成２７年度開通予定4.0km天龍峡ICから龍江IC（仮称）
飯 喬 道 路

平成２９年度開通予定3.4km龍江IC（仮称）から飯田東IC（仮称）

平成３０年度開通予定6.9km佐久間IC（仮称）から東栄IC（仮称）
佐久間道路
三 遠 道 路
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三
遠
南
信
自
動
車
道
（
一
般
国

道
四
七
四
号
）
は
、
飯
田
市
山
本

の
中
央
自
動
車
道
路
を
起
点
と
し

て
、
静
岡
県
浜
松
市
に
至
る
延
長

約
一
〇
〇
�
の
高
規
格
幹
線
道
路

で
あ
り
、
中
央
道
・
新
東
名
を
連

絡
し
、
地
域
間
の
連
携
強
化
、
三

河
・
遠
州
。
南
信
州
地
域
の
秩
序

あ
る
開
発
、
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
重
要
な
路
線
で
す
。

　

喬
木
村
で
は
、
平
成
六
年
の
喬

木
イ
ン
タ
ー
開
通
に
よ
り
、
遠
山

い
全
線
開
通
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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○三遠南信地域とは
　三遠南信地域の「三」は愛知県豊橋市を中心とする三河地域、「遠」は静岡県浜松市を中心と

する遠州地域、「南信」は飯田市を中心とする南信州地域をそれぞれ示しています。

○三遠南信自動車道とは
　一般国道474号三遠南信自動車道は、長野県飯田市を起点とし静岡県浜松市に至

る延長約100knの高規格幹線道路であり、中央自動車道、新東名高速道路と

連絡し、地域間の連携強化、三河、遠州、南信州地域の秩序ある開発や

発展に大きく寄与する重要な路線で飯喬道路、小川路峠道路、青崩

峠道路、佐久間道路・三遠道路から成る一般国道の自動車専用

道路です。

※高規格幹線道路は、自動車の高速交通の確保を図る

ため必要な道路で、全国的な自動車交通網を構成す

る自動車専用道路であり、昭和62年6月26日の道路

審議会の答申に基づき決定された14,000kmの高規

格幹線道路網。

○整備効果
　①広域ネットワークの構築

　②災害に強い道路機能の確保

　③緊急医療活動の支援

　④地域活性化の支援

○三遠南信自動車道　計画概要
■路 線 名　一般国道474号　三遠南信自動車道

■事業種別　一般国道の自動車専用道路

■起 終 点　（起点）長野県飯田市山本

　　　　　　（終点）静岡県浜松市北区引佐町

■全体延長　約100km（車線数：4車線・2車線）

■設計速度　80km/h・60km/h

○現在の状況
　7月1日（日）に富田地区、7月14日（土）に大和知地区・氏乗地区

で国土交通省中部地方整備局飯田国道事務所より三遠南信自動車

道飯喬道路３工区（喬木村分）の道路計画説明会が行われました。

　測量、地質調査、設計を行っているところであります。

 問い合わせ先 　喬木村建設課建設係　�33－5128（直通）
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内
の
景
観
形
成
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

●
感
謝
状

　

（
株
）ヒ
タ
カ
セ
イ
コ
ー

　
　

代
表　

上
島　

政
尚　

様

教
育
振
興
の
た
め
、
第
二
小

学
校
に
多
額
の
浄
財
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　

天
竜
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　

会
長　
 
木
下　

秋
夫　

様

教
育
振
興
の
た
め
、
中
学
校

に
楽
器
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

日
本
禁
煙
友
愛
会　

喬
木
支
部

　

支
部
長　
 
横
前　

兼
雄　

様

青
少
年
健
全
育
成
対
策
と
し

て
、
ま
た
成
人
式
の
開
催
に

際
し
、
多
額
の
浄
財
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社　

は
や
し

　

代
表
取
締
役　

原　
　

和
司　

様

地
域
の
発
展
、
活
性
化
と
子

育
て
支
援
の
た
め
、
保
育
園

新
入
園
児
に
園
児
服
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社　

マ
ツ
ザ
ワ

　
　

会
長　

松
澤　
　

泰　

様

交
通
事
故
防
止
、
子
育
て
支

援
の
た
め
、
保
育
園
新
入
園

　
　

村
山　

由
夏　

様

　

喬
木
第
一
小
学
校
六
年

　

優
秀
賞

　
　

藤
森　

海
透　

様

　

喬
木
第
一
小
学
校
三
年

　

佳　

作

　
　

木
下　

涼
介　

様

　

喬
木
第
二
小
学
校
六
年

　
　

瀧
浪　

美
沙　

様

　

喬
木
第
一
小
学
校
五
年

　
　

坂
井　

美
空　

様

　

喬
木
第
一
小
学
校
四
年

　

（
中
学
生
の
部
）

　

村
長
賞

　
　

轟　

あ
や
な　

様

　
　
　

喬
木
中
学
校
三
年

　

優
秀
賞

　
　

羽
生　

達
哉　

様

　
　
　

喬
木
中
学
校
二
年

　

佳　

作

　
　

下
岡　

紀
子　

様

　
　
　

喬
木
中
学
校
二
年

　
　

福
澤　

花
菜　

様

　
　
　

喬
木
中
学
校
一
年

●
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　

奨
励
賞

　

一
期
屋　

様

　

町
育
成
会　

様

　

南
分
館　

様

　

喬
木
中
学
校　

様

　

喬
木
第
二
小
学
校　

様

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
よ
る
村

●
表　

彰

　

木
下　

平
吉　

様

　
　

教
育
委
員
及
び
教
育
委
員
長

と
し
て
七
年
間
勤
続
さ
れ
、

教
育
行
政
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

原　
　

俊
惠　

様

　
　

教
育
委
員
及
び
教
育
委
員
長

と
し
て
七
年
間
勤
続
さ
れ
、

教
育
行
政
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

原　
　

直
通　

様

　
　

監
査
委
員
と
し
て
四
年
間
勤

続
さ
れ
、
事
業
執
行
の
監
査

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林　

武
司　

様

　
　

阿
島
傘
の
会
会
長
と
し
て
、

長
年
に
渡
り
阿
島
傘
の
伝
承

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
岡　

武
夫　

様

　
　

商
工
会
長
と
し
て
五
年
間
勤

続
さ
れ
、
喬
木
、
豊
丘
、
高

森
の
三
商
工
会
広
域
連
携
の

基
盤
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

●
村
に
寄
せ
る

　
　
　

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　

（
小
学
生
の
部
）

　

村
長
賞
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れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
ままままままままままままままままままままま
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平
成　

年
度
総
合
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４２４

　

平
成
二
四
年
一
一
月
一
〇
日
、
村
の
総
合
表
彰
式
が
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
挙
行
さ
れ
、
長
年
、
村
行
政
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た

方
々
、
村
に
寄
せ
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
、
多
額
の
浄
財
を

村
の
振
興
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
皆
様
等
の
表
彰
状
、
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。



情報誌 ２０１2.125

学
校
に
多
額
の
浄
財
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　

喬
木
悠
生
寮

　
　

寮
長　

矢
澤　
　

曙　

様

村
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た

め
、
公
民
館
へ
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
道
具
一
式
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

木
下　

平
吉　

様

教
育
振
興
の
た
め
、
第
二
小

学
校
に
多
額
の
浄
財
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
沢　
　

斉　

様

　

小
泉　

正
昭　

様

　

原　
　

久
雄　

様

　

鍋
倉　

富
江　

様

喬
木
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
、

多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

●
伝
達
表
彰

　

（
生
活
安
全
）

　

長
野
県
警
察
本
部
長

　

長
野
県
交
通
安
全
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

連
名
表
彰

　

三
石　

世
紀　

様

　

吉
川　

正
隆　

様

　
　

交
通
安
全
協
会
会
長
と
し
て

交
通
安
全
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

児
に
園
児
カ
バ
ン
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

松
岡　

武
夫　

様

村
政
に
役
立
て
る
た
め
、
液

晶
テ
レ
ビ
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　
　

年
還
暦
花
火
実
行
委
員
会

２４

　

実
行
委
員
長　

三
浦　

宜
久　

様

地
域
振
興
の
た
め
、
多
額
の

浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
伊
那
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
　

会
長　

冨
内　

和
美　

様

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
多

額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。

　

阿
島
傘
の
会

　
　

会
長　

小
林　

武
司　

様

阿
島
傘
の
伝
承
の
た
め
、
阿

島
傘
資
料
館
に
液
晶
テ
レ
ビ

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
り
ん
草
愛
好
会

　
　

会
長　

賜　
　

洋
子　

様

く
り
ん
草
祭
り
協
力
の
御
礼

と
し
て
、
多
額
の
浄
財
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

銀
嶺
会

　

世
話
人
代
表　

木
下　

俊
佐　

様

教
育
振
興
の
た
め
、
第
二
小

　

飯
田
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
　
　
　
　

防
犯
功
労
者
表
彰

　

下
平　

俊
雄　

様

　

奥
村　

茂
実　

様

生
活
安
全
指
導
委
員
と
し

て
、
ま
た
飯
田
少
年
警
察
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
安
心
安

全
な
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

（
福　

祉
）

　

法
務
大
臣
表
彰

　

吉
澤　

武
彦　

様

　
　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権

擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
地
域
振
興
）

　

南
信
州
地
域
づ
く
り
大
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

奨
励
賞

　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
雨
沢　

様

　
　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
栗
な
ど
を

活
用
し
た
農
業
参
加
の
促
進

及
び
栗
焼
酎
『
氏
乗
』
の
開

発
等
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
伊
農
業
振
興
協
議
会
長
賞

　

赤
と
ん
ぼ
の
会　

様

　
　

農
村
を
支
え
る
女
性
団
体
と
し

て
農
業
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

（
消　

防
）

　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

竿
頭
綬
授
与

　

喬
木
村
消
防
団　

様

　
　

長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動

の
功
績
に
よ
り
竿
頭
綬
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
教
育
文
化
）

　

長
野
県
公
民
館
運
営
協
議
会

　

公
民
館
活
動
推
進
功
労
者
表
彰

　

大
平　

隆
男　

様

　

下
平
未
穗
子　

様

　

原　
　

珠
美　

様

　

藤
本　

京
子　

様

　

松
澤
美
恵
子　

様

　

新
井　

厚
子　

様

　

原　

佐
和
子　

様

　
　

公
民
館
本
館
の
正
副
部
長
並

び
に
部
員
と
し
て
公
民
館
活

動
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　
　
　

協
議
会
功
労
者
表
彰

　

三
石
加
代
子　

様　

　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　
　
　

協
議
会
功
労
者
表
彰

　

新
井　

福
美　

様

　

木
下
恵
美
子　

様

　

市
瀬
み
ど
り　

様

　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

●
満　

歳
（
米
寿
の
祝
）
表
彰

８８

城
下　

た
け 

様

片
岡　

ト
ミ 

様

池
田
司
名
子 

様

松
岡　

芳
子 

様

松
澤　

嘉
子 

様

市
瀬　
　

久 

様

松
澤　

久
子 

様

大
平　
　

享 

様

下
平　

園
枝 

様

大
平　

冬
子 

様

大
島　

敏
伸 

様

伊
藤　

絹
子 

様

伊
藤
ハ
ナ
子 

様

市
瀬　

兼
人 

様

小
島　
　

泉 

様

柳
坪　

あ
い 

様

宮
下　

梅
子 

様

平
澤　
　

静 

様

舟
登　

秋
代 

様

松
島
あ
い
子 

様

木
下
芙
美
子 

様

仲
田　

ふ
み 

様

下
岡
き
の
よ 

様

仲
田　

美
代 

様

原　
　

澤
代 

様

奥
村　

常
雄 

様

松
島　

束
穗 

様

原　
　

み
よ 

様

松
澤　

智
文 

様

下
平
と
み
子 

様

市
瀬
コ
ト
ミ 

様

市
瀬　

俊
江 

様

湯
澤　

秀
子 

様

林　

や
す
み 

様

宮
下　

志
ま 

様

川
口　

卓
志 

様

木
下　
　

實 

様

牧
内
ミ
チ
子 

様

戸
谷　

み
ち 

様

牧
内　

サ
チ 

様

久
保
田
ま
さ
ゑ 
様

小
池
き
ゑ
子 

様

湯
澤　

保
子 

様

城
田　
　

静 

様

牧
内　

文
子 

様

宮
内　

キ
ヨ 

様

小
木
曽
キ
ク
ヨ 
様

多
田
ハ
ル
子 

様

木
下　

い
と 

様

多
田　

み
ゑ 

様

内
山
美
智
香 

様

筒
井　

幸
子 

様

原　

チ
サ
ト 

様

瀬
川
フ
ミ
エ 

様

林　
　

美
惠 

様

滝
川
佐
智
惠 

様

中
平　
　

榮 

様
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私
た
ち
の
喬
木
村

喬
木
中
学
校 
三
年

轟　

あ
や
な

中
学
生
の
部

村
長
賞

　

私
は
、
小
学
校
二
年
生
の
時
に
喬
木
村
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
都
会
と
の
大
き
な
違
い
を
み
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
と
て
も
自
然
豊
か
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

春
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
美
し
い
桜
が
咲
き
誇
り
、
夏
に
は
、

喬
木
村
の
観
光
の
一
つ
で
あ
る
九
輪
草
を
見
に
、
多
く
の
観
光
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
そ
し
て
秋
に
は
、
き
れ
い
な
紅
葉
で
山
が
染

ま
り
、
冬
に
は
、
た
く
さ
ん
雪
が
降
り
ま
す
。
何
よ
り
、
都
会
で

は
決
し
て
見
ら
れ
な
い
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
星
空
で
す
。

私
が
喬
木
に
き
て
一
番
驚
い
た
し
、
感
動
し
ま
し
た
。
同
じ
日
本

と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

喬
木
村
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
福
祉
施
設
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
は
、
三

年
生
の
一
学
期
に
、「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
愛
」
で
、
福

祉
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
、
思
っ
て
い
た
福
祉

施
設
と
は
、
お
年
寄
り
の
、
お
風
呂
や
お
食
事
の
お
手
伝
い
を
す

る
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
全
く
違
い
ま
し
た
。
朝
、
利

用
者
さ
ん
が
来
る
と
、
と
て
も
明
る
く
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を

し
ま
す
。
あ
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
心
か
ら
す
ご

い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
午
後
に
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し

た
。
私
は
、
福
祉
施
設
で
こ
ん
な
こ
と
を
や
る
ん
だ
と
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
番
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
お
茶
を
配

る
と
き
、
利
用
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
、
熱
さ
を
調
節

し
た
り
、
と
ろ
み
を
つ
け
て
い
た
こ
と
で
す
。
し
か
も
、
一
人
ひ

と
り
そ
れ
を
全
て
覚
え
て
い
る
か
ら
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
喬
木
村
の
福
祉
施
設
の
職
員
の
方
は
、
利
用

者
さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
接
し
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
喬
木
村
に
は
悪
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
の
家
は
富
田
な
の

で
、
九
十
九
谷
を
よ
く
通
り
ま
す
。
す
る
と
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
ゴ

ミ
を
つ
め
て
捨
て
て
あ
っ
た
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ア
ル
ミ
缶
、

た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
喬
木

村
の
す
ば
ら
し
い
自
然
が
台
無
し
で
す
。
だ
か
ら
、
ま
ず
は
村
の

皆
さ
ん
が
、
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
こ
と
を
心
が
け
な
い
と
、
自
分

た
ち
で
自
分
た
ち
の
村
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ゴ
ミ

が
捨
て
て
あ
る
の
を
見
つ
け
た

ら
、
誰
か
が
拾
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
思
う
の
で
は
な
く
、
自

分
が
そ
の
誰
か
に
な
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

私
は
、
こ
の
喬
木
村
が
と
て

も
好
き
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
た
ち
の
村
は
、
自
分
た
ち

の
手
で
き
れ
い
に
し
た
い
で
す
。

福祉施設体験
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喬
木
村
の
み
な
さ
ん
に
は
、毎
年
、毎
年
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。い
ろ
ん
な
所
に
行
く
時
に
使
う
バ
ス
代
な
ど
、私
た
ち
の
た
め

に
、い
ろ
い
ろ
協
力
し
て
く
れ
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
、優
し
い
み
な
さ
ん
が
く
ら
し
て
い
る
喬
木
村
が
も
っ
と
良

く
な
る
よ
う
に
提
案
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。木
や
花
が
た
く
さ
ん
あ

る
喬
木
村
は
、自
然
が
豊
か
で
私
も
大
好
き
で
す
。で
も
、最
近
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
る
こ
と
が
多
く
、ゴ
ミ
が
目
立
ち
ま
す
。た
ま
に
見
か
け
る
人

も
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
た
り
し
ま
す
。そ
の
様
子
か
ら
、私
は　

「
ゴ
ミ
捨

て
禁
止
」な
ど
書
い
て
あ
る
看
板
を
作
っ
た
り
、看
板
だ
け
で
な
く
、ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
は
っ
た
り
す
る
と
、み
ん
な
意
識
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
が
意
識
す
る
と
、喬
木
村
の
自
然
が
も
っ
と
良
く
な
る
と
思
い

ま
す
。私
が
二
十
歳
、三
十
歳
に
な
っ
て
も
、自
然
が
キ
レ
イ
で
、お
だ
や

か
な
喬
木
村
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、喬
木
村
の
福
祉
施
設
の
事
で
す
。特
に
介
護
施
設
の
事
に

つ
い
て
提
案
し
ま
す
。私
の
母
が
、介
護
施
設
に
務
め
て
い
ま
す
。そ
の

様
子
を
、何
度
か
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
時
に
思
っ
た
事
が

あ
り
ま
す
。母
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
施
設
に
務
め
て
い
て
、お
年
よ

り
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。母
の
話
に
よ
る
と
、大
き
な
施

設
が
苦
手
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。そ
の
場
合
は
、宅
老
所
と

い
う
所
に
行
き
ま
す
。中
は
ふ
つ
う
の
家
の
中
の
よ
う
で
す
。

　

私
も
す
ご
く
落
ち
着
き
ま
し
た
。そ
う
い
う
事
ま
で
気
づ
か
っ
て
い

る
事
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
す
が
一
つ
。お
年
よ
り
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
働
い
て
い
る
方
の
人
数
が
少
な
い
と
思
い

ま
す
。母
も
す
ご
く
疲
れ
て
帰
っ
て
来
ま
す
。な
の
で
、も
う
少
し
人
数

を
増
や
し
た
方
が
私
は
い
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
と
も
う
一
つ
は
、地
震

対
策
で
す
。喬
木
村
の
近
く
の
飯
田
市
に
も
震
度
６
強
ぐ
ら
い
の
地
震

が
来
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
地
震
対
策
の
た
め
に
も
、物
が
た

お
れ
な
い
た
め
の
シ
ー
ト
や
ガ
ラ
ス
が
飛
び
ち
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、

ガ
ラ
ス
に
貼
る
シ
ー
ト
な
ど
の
対
策
を
こ
ま
め
に
し
た
方
が
い
い
と
思

い
ま
す
。い
つ
も
笑
顔
な
喬
木
村
の
お
年
よ
り
の
み
な
さ
ん
が
、い
つ
も

笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

三
つ
目
は
、喬
木
村
の
み
な
さ
ん
が
、仲
よ
く
協
力
す
る
事
で
す
。こ

れ
ま
で
に
も
、た
く
さ
ん
の
お
楽
し
み
会
を
計
画
し
て
く
れ
ま
し
た
。ど

れ
も
楽
し
そ
う
な
事
ば
か
り
で
す
。私
が
参
加
し
た
中
で
は
、「
ダ
ン
ス
・

ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
」で
す
。教
え
て
く
れ
た
先
生
も
楽
し
く
教
え
て
く
れ

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。そ
し
て
、私
か
ら
の
要
望
で
、「
ダ
ン
ス
・

ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
」を
ま
た
や
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。ほ
か
に
も
、交
流
を
も
っ
と
増
や
し
て
、喬
木
村
の
み
な
さ

ん
が
も
っ
と
仲
良
く
な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。そ
し
て
も
う
一
つ
、

私
の
学
校
で
は
、あ
い
さ
つ
団
を
６
年
生
が
や
っ
て
い
ま
す
。学
校
の
校

門
に
も
出
て
や
っ
て
い
ま
す
。学
校
内
で
は
け
っ
こ
う
あ
い
さ
つ
が
ひ

び
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。私
は
、登
下
校
の
時
も
、あ
い
さ
つ
が
ひ

び
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
。そ
う
す
る
と
、喬
木
村
は
、あ
い
さ
つ
が
気

持
ち
よ
く
ひ
び
く
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、私
た
ち
６
年
生

が
中
心
と
な
っ
て
、あ
い
さ
つ
を
広
め
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
が
く
ら
す
大
好
き
な
喬
木
村
が
、よ
り
よ
い
喬
木
村
に
な
る

よ
う
に
、こ
れ
か
ら
の
生
活
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

私
が
思
い
描
く
輝
く
喬
木
村

喬
木
第
一
小
学
校 
六
年

村

山

由

夏

小
学
生
の
部

村
長
賞

ダンス・ダンス・ダンス

みんな仲よく

ダンス・ダンス・ダンス
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今
、
こ
の
地
方
は
、
交
通
関
連
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
こ
の
村
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

も
っ
と
収
入
を
増
や
し
て
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
整
備
し
て
、
そ
の
収

入
で
さ
ら
に
上
を
・
・
・
と
い
う
具
合
で
す
。
ま
ず
そ
の
た
め
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
と
い
う
事
で
僕
は
い
く
つ
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
そ
う
い
う
名
所
み
た
い
な
の

を
集
め
た
総
合
サ
イ
ト
を
作
っ
た
り
、
旅
行
プ
ラ
ン
み
た
い
な
の

を
も
っ
と
作
っ
た
り
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、特
産
品
で
す
。
イ
チ
ゴ
と
か
は
あ
る
け
れ
ど
メ
ジ
ャ
ー

す
ぎ
る
の
で
、
阿
島
傘
み
た
い
な
も
の
を
も
っ
と
作
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
阿
島
傘
を
も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
も
茶
色
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
喬
木
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
描
く
と
か
、
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
増
や

し
た
り
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
工
芸
品
を
作
っ
た
り

す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
村
は
竹
が
多
い
の
で
、
竹
の
せ

ん
い
で
作
っ
た
服
と
か
、
竹
の
コ
ッ
プ
と
か
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
か

で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
に
は
お
金
が
い
り
ま
す
。
だ
か
ら

一
つ
目
の
村
の
ア
ピ
ー
ル
で
収
入
を
増
や
し
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
新
し
い
観
光
名
所
で
す
。
鬼
面
山
あ
た
り
に
、
登

山
道
と
か
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
作
っ
て
そ
の
上
に
ホ
テ
ル
み
た
い
な

も
の
と
か
作
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
あ
く
ま
で
希
望

な
の
で
実
現
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
は
、
リ
ニ
ア
等
で
お
客
さ
ん
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ

ぼ
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
に
こ
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
成
功
す
れ
ば
口
コ
ミ
や
宣
伝
で
広
ま
っ

た
り
し
て
、
も
っ
と
有
名
に
な
れ
ば
・
・
・
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
そ
う
簡
単
に
い
く
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
村
が
行
動
を
起

こ
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
周
り
の
人
た
ち
も
行
動
を
起

こ
し
て
く
れ
て
、
は
じ
め
て
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　

僕
は
喬
木
村
が
ほ
こ
れ
る
よ
う
な
村
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

日
本
中
ど
こ
で
も
喬
木
村
と
言
っ
て
も
「
あ
っ
、
知
っ
て
る
。」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
の
が
い
い
で
す
。
有
名
に
な
れ
ば
人
口

も
増
え
る
し
過
疎
化
も
止
ま
り
ま
す
。
村
民
の
人
た
ち
も
う
れ
し

い
し
、い
い
こ
と
ず
く
め
で
す
。
出
来
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
や
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
か
ら
で
も
出
来
る
こ
と
か
ら
や
っ

て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
ほ
こ
れ

る
村
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

村
に
対
し
望
む
こ
と

喬
木
中
学
校 
二
年

羽

生

達

哉

中
学
生
の
部

優
秀
賞

喬木村特産の阿島傘

特産品で

　豊かな村に



情報誌 ２０１2.129

　

ぼ
く
は
今
年
の
三
月
、
た
か
木
村
に
引
っ
こ
し
て
き
た
ば
か
り

で
す
。
村
に
来
て
一
番
さ
い
し
ょ
に
か
ん
じ
た
事
は
、
の
ど
か
で

自
ぜ
ん
が
い
っ
ぱ
い
な
、
と
て
も
す
て
き
な
所
だ
な
あ
と
い
う
こ

と
で
す
。
村
の
事
は
、
な
に
も
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
一
学
き
に
学

校
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
た
か
木
村
の
自
ま
ん
さ
が
し
を
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
よ
い
所
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
さ
が
し
た

た
か
木
村
の
自
ま
ん
は
、
全
部
で
五
十
こ
い
上
も
見
つ
け
る
事
が

で
き
て
、
ぼ
く
は
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ぼ
く

が
一
番
す
ご
い
な
ぁ
と
思
っ
た
自
ま
ん
は
、
い
ち
ご
が
り
で
す
。

ぼ
く
は
、
い
ち
ご
の
ハ
ウ
ス
が
た
く
さ
ん
な
ら
ん
で
い
る
の
を
は

じ
め
て
見
ま
し
た
。
い
ち
ご
が
り
も
は
じ
め
て
や
り
ま
し
た
。
ハ

ウ
ス
の
中
に
は
、
い
ち
ご
が
い
っ
ぱ
い
な
っ
て
い
て
、
あ
ま
い
か

お
り
が
し
ま
し
た
。
食
べ
て
み
る
と
す
ご
く
あ
ま
く
て
、
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
の
い
ち
ご
の
き
せ
つ
が
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
、
小
川
川
で
あ
そ
び
ま
し
た
。
川
の
水
は
、
つ
め
た

く
て
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
川
に
は
、
小
さ
な
魚
が
い
っ
ぱ
い

い
た
の
で
た
く
さ
ん
つ
か
ま
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
魚
が
た
く

さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
川
の
水
が
き
れ
い
と
い
う
事
だ
と
思

い
ま
す
。
た
か
木
村
の
自
ぜ
ん
の
よ
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ぼ
く
は
、
た
か
木
村
で
は
、
人
が
集
ま
っ
て
き
ょ
う
り
ょ
く
し

て
や
る
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
そ
の
よ

う
な
活
動
が
と
て
も
す
き
で
す
。
地
く
の
行
事
で
お
ま
つ
り
や
野

さ
い
の
な
え
を
う
え
た
り
、
公
園
の
草
む
し
り
、
お
楽
し
み
会
や

野
さ
い
の
収
か
く
さ
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
さ
ん
か
し
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
年
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
や
る

事
は
、
と
て
も
い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
村
の
た
く

さ
ん
の
人
と
な
か
よ
く
な
れ
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
行
事
に
さ
ん

か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
た
か
木
村
に
引
っ
こ
し
て
来
て
村
の
よ
い
所
を
た
く

さ
ん
か
ん
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
魚
が
と
れ
る
き
れ
い
な
川
や

お
い
し
い
い
ち
ご
、
星
い
っ
ぱ
い
の
夜
空
、
そ
し
て
村
の
事
が
大

す
き
な
た
か
木
村
の
み
ん
な
に
か
こ
ま
れ
て
元
気
に
大
き
く
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
た
か
木
村
が
大
す
き
で
す
。

大
す
き
な
た
か
木
村喬木

第
一
小
学
校 
三
年

藤

森

海

透

小
学
生
の
部

優
秀
賞

夏の川遊び

豊かな自然は

　喬木の自慢
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村
で
は
長
野
県
の
基
準
に
準

じ
、
積
雪
が
お
お
む
ね
十
セ
ン

チ
に
達
し
た
場
合
は
、
左
図
の

と
お
り
指
定
さ
れ
た
路
線
を
業

者
に
よ
り
、
朝
の
通
学
・
通
勤

時
間
ま
で
に
除
雪
作
業
を
行
い

ま
す
。
除
雪
に
あ
た
っ
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
次
の
事
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

①
道
路
の
除
雪
作
業
に
よ
り
各

戸
の
出
入
り
口
を
ふ
さ
い
で

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
場
合
は
再
度
除

雪
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
除
雪
さ
れ
た
道
路
に
軒
先
な

ど
の
雪
を
出
さ
れ
ま
す
と
圧

雪
と
な
り
非
常
に
危
険
で
す

の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
。

③
雪
が
降
り
ま
す
と
、
道
路
沿

い
の
竹
や
木
が
倒
れ
交
通
の

妨
げ
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
所
有
者

の
方
は
伐
採
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
竹
や
木
が
倒
れ
た

場
合
、
交
通
確
保
の
た
め
や

む
を
得
ず
許
可
無
く
伐
採
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
水
路
に
雪
を
投
入
さ
れ
ま
す

と
、
下
流
で
水
が
あ
ふ

れ
て
し
ま
い
被
害
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
お
止
め
く
だ
さ

い
。

⑤
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の

で
お
止
め
く
だ
さ
い
。

⑥
通
学
路
の
除
雪
は
地
域

の
方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
で

協
力
し
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

凍
結
防
止
剤
は
、
地
区

の
公
共
施
設
や
村
内
道
路

へ
設
置
し
て
あ
る
塩
カ
ル

ボ
ッ
ク
ス
へ
常
備
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
な
と

き
に
お
使
い
下
さ
い
。
凍

結
防
止
剤
に
不
足
が
生
じ

ま
し
た
ら
役
場
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
地
区

の
役
員
の
方
は
必
要
数
を

お
申
し
出
下
さ
い
。
冬
季

の
道
路
は
、
日
陰
部
や
橋

の
上
な
ど
雪
が
降
っ
て
い

な
く
て
も
凍
結
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
特

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
課　

建
設
係

�　

－

５
１
２
８

３３

太線の道路が除雪対象道路です

　

平
成
二
四
年

一
〇
月
一
日
よ

り
、
原　

英
章

さ
ん（
伊
久
間
）

が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
を
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
で
は
三
名
の
方
が
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
人
権

に
関
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
「
子
ど
も
の
心
配

ご
と
相
談
」
や
「
女
性
の
た
め
の
悩
み

ご
と
相
談
」
な
ど
の
相
談
所
を
開
設
し

た
り
、
小
中
学
生
に
対
し
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ

レ
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局
で
は
、

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
常
設
の
人
権

相
談
所
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
問
題
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関

人
権
擁
護
委
員
に

原
英
章
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た

喬木村人権擁護委員名簿

地区氏　　　名

小　川松　島　憲　司

富　田木　下　和　子

伊久間原　　　英　章

す
る
問
題
、

差
別
の
問
題

な
ど
、
非
常

に
幅
広
い
相

談
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

　

相
談
は
無

料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ

ま
す
。
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すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
自
分

自
身
の
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
保
険
な
ど
）
を
納
付
し
た

と
き
、
ま
た
は
、
配
偶
者
や
そ
の

他
の
親
族
の
負
担
す
べ
き
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
と
き
に
受
け
ら

れ
る
所
得
控
除
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　

申
告
で
き
る
金
額
は
、
年
間
に

納
付
し
た
社
会
保
険
料
の
金
額（
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
金
額
も
該

当
し
ま
す
）
で
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
の
申
告
に
お

い
て
は
、
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
社
会
保
険
料
（
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
保
険
な
ど
）
は
、
事
業
所

で
一
括
し
て
計
算
し
ま
す
の
で
、

ご
自
身
が
申
告
書
に
記
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
所
が
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
ご
自

身
が
納
付
し
た
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
等
）
を

申
告
書
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
で
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

は
、
今
年
一
年
間
（
一
月
一
日
か

ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
）
に
納
付

（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国

民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告

の
所
得
税
の
申
告
を
行
わ
な
く
て

も
市
区
町
村
民
税
の
申
告
を
行
う

場
合
に
は
、
市
区
町
村
民
税
の
申

告
の
際
に
、
こ
の
控
除
証
明
書
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等

が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
一
一
月
初

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

証
明
内
容
は
本
年
一
月
か
ら
九

月
三
〇
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見

込
額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
も
、

年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分
の

控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
万
一
、
控
除
証
明
書
を

失
く
し
て
し
ま
っ
た
方
は
再
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
一
〇
月
二
日

以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納

付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
二

月
初
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
平
成
二
三
年
中

に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し

た
方
全
員
に
こ
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者

も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の

納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の

所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

年
末
調
整
等
の
手
続
き
の
際
に
ご

自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合
算

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
は
、
ご
家
族
分
の
証
明
書
も

申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
等

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
は
、

今
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料
の
た

め
、
今
か
ら
年
末
ま
で
に
支
払
う

保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
過
去
に
滞
納
や
免
除
期

間
が
あ
る
方
も
、
年
末
ま
で
に
保

険
料
を
支
払
え
ば
、
所
得
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

　

平
成
二
三
年
中
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
て
い
る
の
に
控
除

証
明
書
が
届
か
な
い
方
は
、
日
本

年
金
機
構
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

支
払
っ
た
全
額
が

所
得
控
除
の
対
象

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

毎
年
一
一
月
初
旬
に
送
付

扶
養
家
族
分
も
納
付
し
た
方
は

過
去
に
滞
納
な
ど
が
あ
る
方
も

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す

控
除
証
明
書
が

届
か
な
い
と
き
は

　

平
成
二
五
年
喬
木
村
オ
リ
ジ

ナ
ル
年
賀
は
が
き
を
作
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
喬
木
村
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ベ
リ
ー
＆
ゴ
ー
」

が
曙
月
庵
で
お
正
月
を
祝
う
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
喬
木
村
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
年

賀
は
が
き
と
し
て
、
村
内
外
の

皆
様
か
ら
好
評
を
頂
い
て
い
ま

す
。
今
回
限
定
一
万
枚
で
す
の

で
、
お
早
め
に
お
買
い
求
め
下

さ
い
。　

村
内
年
賀
状
販
売
店

に
て
一
枚
五
〇
円
で
お
買
い
求

め
い
た
だ
け
ま
す
。

喬
木
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
は
が
き
が

完
成
し
ま
し
た
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●１２ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
　次の各会場で行います。どなたでも気軽
にご参加いただけますので、是非お越し下
さい。

 問い合せ先  　役場 保健福祉課包括支援係　�33-1120

　

月
の
結
婚
相
談
日

１２
○
日　

時

　

一
二
月
八
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

喬
木
村
役
場

開催時間開  催  日会　　　場対  象  地  区

午前１０時　１２/５、１２/１９
北コミュニティ
消 防 セ ン タ ー

北

午後１時半１２/７、１２/２１第 一 公 民 館　郭　・寺の前

午後２時　１２/３、１２/１７福 祉 セ ン タ ー帰牛原・加々須

午前１０時　１２/１２、１２/２６阿 島 傘 伝 承 館町

午前１０時　１２/３、１２/１７南 農 事 集 会 所南

午後１時半１２/１０福 祉 セ ン タ ー
馬　場・両　平
伊久間

午後１時半１２/１４上平集落センター上　平

午後１時半１２/１２、１２/２６田上川消防センター田上川

午前１０時　１２/１０富 田 陶 芸 館
富　田・大和知
氏　乗

午後１時半１２/５、１２/１９大 島 公 民 館大　島

○その他健康体操教室

　夜間の開催となります。どなたでもご参加いただけます。
　日中の体操教室に参加できにくい方は、この機会に是非
ご参加下さい。

開  催  時  間会　　　場開　催　日

午後７時半福祉センター２階１２月８日（土）

11月の村税等
口座振替日納期限

11月26日
（月）

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

11月30日
（金）

国 保 税（第８期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料 

上 下 水 道 料

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構

第
４
回
看
護
職
員

（
看
護
師
・
助
産
師
）募
集

○
採
用
予
定
日

　

平
成
二
五
年
四
月
一
日

○
受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
す

方
　

①
昭
和
二
八
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

　

②
看
護
師
免
許
ま
た
は
助
産
師

免
許
を
有
す
る
方

　
　

（
来
春
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方
を
含
む
）

○
試
験
日
及
び
会
場

　

平
成
二
四
年
一
二
月
一
五
日（
土
）

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

喬
木
村
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

　

農
村
の
田
園
風
景
・
四
季
の
行

事
・
花
な
ど
の
喬
木
村
の
風
景
を

題
材
に
し
た
、
風
景
写
真
を
募
集

し
ま
す
。

○
応
募
規
定

・
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
を
プ
リ
ン
ト

し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
一
人
三
点
以
内
組

入
賞
作
品
の
版

権
は
喬
木
村
に

帰
属
し
ま
す
。

役
場
窓
口
な
ど

に
あ
る
募
集
要

項
の
応
募
用
紙

を
添
付
し
て
応

募
し
て
下
さ
い
。

○
応
募
・
問
い

合
わ
せ
先

　

喬
木
村
役
場

　

企
画
財
政
課

　

広
報
係

　

�　

－

５
１

３３
２
９
ま
で

写
真
は
不
可

○
締
め
切
り

　

二
四
年
一
二
月
一
七
日
（
月
）

到
着
分
ま
で

○
審
査
方
法

　

審
査
は
事
務
局
が
依
頼
し
た
審

査
員
に
よ
り
行
い
ま
す
。

○
そ
の
他

　

入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

2012

２０１１特賞「お花がいっぱい」
　串 原 幸 延 さん

　

長
野
会
場　

Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル

○
申
込
締
切

　

一
一
月
二
八
日
（
水
）

◇
詳
細
は
当
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f-n
a
g
a
n
o

-h
o
sp
.jp
/h
o
n
b
u
/k
a
n
g
o

○
連
絡
先

　

機
構
本
部
事
務
局
職
員
課

　

�
0
1
2
0－

1
7
3－

3
1
4
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２学期の行事（３年生・４年生）
水泳授業参観
　夏休みの成果をお家の方々に見てもらいました。

運
動
会

　

三
年
生
は
「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー

ラ
ン
」
で
低
学
年
を
リ
ー
ド
し
ま
し

た
。
四
年
生
は
組
み
体
操
に
初
参
戦
し

ま
し
た
。

祖
父
母
等
交
流
会

　

普
段
は
遠
く
に
い
る
祖
父
母
の
方
々

や
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
年
寄
り

の
方
々
も
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。

飯
田
養
護
学
校
と
の
交
流

　

秋
の
交
流
は
、
飯
田
養
護
学
校
の
お

友
だ
ち
が
、
第
二
小
学
校
を
訪
れ
て
行

い
ま
す
。

社会見学
飯田消防署

宮脇さんとの
交流。
２年目になり
ました。

山
学
習

　

今
年
も
松
茸
を
採
り
ま
し
た
。
今
年
は
全
校
で
三
十
六
本

の
収
穫
で
し
た
。
十
一
月
二
日
（
金
）
に
地
域
の
方
々
を
お

招
き
し
て
、
収
穫
祭
を
行
い
ま
し
た
。

４年生

３年生
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今月のテーマ

年１回は、生活習慣病予防の

特定健診を必ず受けましょう！

平成２３年度特定健診受診率結果及び２４年度受診状況の中間報告
国保に加入している４０～７４歳の方で健診を受けられた方の割合です。
Ｈ２３年度の受診率は、７０.４％でした。
Ｈ２４年度は１０月末までの健診受診状況の中間報告です。

【特定健診地区別受診状況】　H24.10.31現在

平成２３・２４年度地区別受診率の比較

国の目標

平成24年度65％到達

自覚症状もなく、密かに進む生活習慣病をみつけるには“健診”です！
★H２４年度の健診は、H２５年３月３１日までに受診した健診になります。（人間ドックも含まれます）

★今年健診を受けられていない方は、3月まで医療機関で個別に受ける事ができます。ぜひ受診をお願いします。

★40～74歳、国保加入の方で、職場、かかりつけ医等の結果のある方は、健康推進係まで提出をお願いします。

テーマ　　「特定健診受診率・保健指導率の国の目標数値達成に向けての取り組み」
＊チヨダ地域保健推進賞に入賞しました＊
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世界の子どもたちへワクチンを

ペットボトルのキャップを集めています
　第一小学校児童会より、７月末から１０月中に集まったもの

５７㎏（約２２,８００個）を、学校支援ボランティアの方のご協力を

得て、社協まで届けていただきました。第一小学校では、集

めていることを知った地域の方から持ち込まれることも増え

たそうです。取組が地域に少しずつ広がっているようです。一

人分のポリオワクチン代は２０円で、キャップ８００個分が必要に

なります。ペットボトルのキャップ集めも捨てればゴミ、集

めればワクチン代に変わります。収集ボランティアとして気

軽にできますので、引き続きご協力をお願いいたします。

児童会（宮沢さん、村山さん、湯沢君、市瀬君）と
先生、学校支援ボランティアさん

希望の旅　クリスマス会のお知らせ

　今年もクリスマス会を計画しました。今年は劇団「青

い鳥」さんの楽しいマジック、歌、踊りとケーキの飾り

つけをします。お楽しみに！

【日　時】12月16日（日）午前11：00～

【場　所】デイサービスセンター

【対象者】

①村内在住の下記に該当する者で、介護者と一緒に参加

可能であること

②村内在住の下記に該当する者で、一人で参加される場

合は日常生活が自立している者

・身体障害者手帳所持者（１級、２級）

・知的障害者療育手帳所持者

・精神障害者保険福祉手帳所持者

※会場へは各自でお願いいたします

【申し込み】社協 �33－4567まで

　詳細は今月の組合回覧文書をご覧下さい。

【申込期限】12月5日（水）必着

ミニデイサービス研修会を行いました

　ミニデイサービスは村内１６地区にあり、ボ

ランティアの方々が主体となり運営をしてい

ます。今回は中川村社会福祉協議会の福祉活

動専門員米山さんをお迎えし、中川村のサロ

ン活動の様子をお聞きしました。名前こそミ

ニデイとサロンで違いますが、活動内容は同

じです。中川村でのサロン活動がどのように

広まったのか、活動の目的などは、喬木村で

もとても参考になりました。お話の後はすぐ

活用できる「レク」ということで、手を使っ

て気軽にできるものをいくつか体験しながら

教えていただきました。
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くりんネット便り

No.57
平成24年１2月１日
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くりんネットたかぎ 12月の自主番組

企画財政課・広報係

～12月の番組から～

日土金木水火月

昼・２１時朝・２１時昼・２１時朝・２１時昼・２１時朝・２１時

2111/30

○青い風にのせて
喬木中学校の話題から

中学校放送委員会

9876543

○再放送④
マイクで散歩

建設課
下水道係

○再放送③
マイクで散歩

建設課
建設係

○村の窓口
インフルエンザ対策について

役場保健福祉課より

○再放送②
マイクで散歩
企画財政課
企画財政係

○再放送①
マイクで散歩
企画財政課
広報係

16151413121110

○119番火の用心
喬木村消防団から

ラッパ長　新井和也さん

○再放送⑥
マイクで散歩
保健福祉課
福祉係

○再放送⑤
マイクで散歩

建設課
水道係

○交通安全の日
年末の交通安全運動にあたって

女性部長　仲田幸子さん

23222120191817

○再放送⑩
マイクで散歩
ふるさと振興課

振興係

○再放送⑨
マイクで散歩
保健福祉課
健康推進係

○暮らしの便り
ＪＡ喬木支所組合員課から

○再放送⑧
マイクで散歩
保健福祉課
保険係

○再放送⑦
マイクで散歩
保健福祉課
包括支援係

30292827262524

○再放送⑭
マイクで散歩

建設課
住宅環境係

○再放送⑬
マイクで散歩
教育委員会
社会教育係

○広域消防
年末における火災の防止

伊賀良消防署　胡桃沢一男さん

○再放送⑫
マイクで散歩
教育委員会
子ども教育係

○再放送⑪
マイクで散歩
ふるさと振興課
ふるさと支援係

31

○特集この１年
今年の出来事を

振り返ります

　～　くりんネット ＆ いちごch からのお知らせ　～
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12月は今年放送した番組の
再放送を中心にお届けします

●マイクで散歩 特別編①～⑭
今年度はくりんネット番組企画委員

の皆さんが役場職員へのインタビュー

に取り組んでくださっています。

12月は年内に放送したインタビュー

を全て再放送します。

（人事異動等で放送当時と現在で担当

者が変わっている係もあります）

村民の皆さんに役場の仕事をより理

解していただくこと、また役場職員

を身近に感じてもらいたい、と委員

の皆さんがインタビューして下さっ

ています。どうぞお聞きください。

～ 今年もいろんなことがありました ～
年末年始は今年の「週刊たかぎニュース」を再放送します。

年末年始、ご家族ご親戚おそろい

で、今年の出来事を映像で振り

返っていただければと思います！

詳しい放送日程はHP等でお知ら

せいたします。ぜひご覧下さい。

↑くりんそう祭り

↓金環日食

←
た
か
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り




